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全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰

引受保険会社のAIU損害保険㈱が、1月1日よりAIG損害保険㈱になりました引受保険会社のAIU損害保険㈱が、1月1日よりAIG損害保険㈱になりました

第24回大学・専門学校訪問研修会報告
PTA活動紹介
　石田高校、丸亀高校
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第24回 大学・専門学校訪問研修会　　　　　　報告京都・滋賀
方面

　

今
年
は
例
年
に
な
く
両
日
と
も
に
あ
い

に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
10
月
20
日

（
金
）
・
21
日
（
土
）
に
、
京
都
、
滋
賀

方
面
の
大
学
・
専
門
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
各
高
等
学
校
か
ら
62
名
の
保
護
者
・

教
員
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
次
の
と

お
り
充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

滋
賀
県
が
草
津
市
に
整
備
を
進
め
る

「
び
わ
こ
文
化
公
園
都
市
」
に
隣
接
し
、

数
々
の
芸
術
文
化
施
設
が
集
ま
る
文
教
地

区
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
や
そ
れ

を
取
り
巻
く
山
々
も
近
く
、
学
問
・
研
究

に
適
し
た
穏
や
か
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

到
着
し
て
最
初
は
、
高
松
西
高
校
出
身

の
入
試
広
報
課
長
か
ら
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
大
学

生
の
就
職
動
向
や
実
態
か
ら
読
み
解
く
、

大
学
入
学
準
備
か
ら
大
学
卒
業
・
就
職
ま

で
に
考
え
て
お
く
べ
き
こ
と
、
身
に
付
け

て
お
く
べ
き
こ
と
、
経
験
し
て
お
く
べ
き

こ
と
な
ど
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を

生
き
て
い
く
う
え
で
極
め
て
重
要
な
事
柄

を
示
唆
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
香
川
県

か
ら
４
時
間
ほ
ど
の
バ
ス
で
の
道
中
は
の

ん
び
り
し
た
も
の
で
し
た
が
、
明
る
く
歯

切
れ
の
い
い
お
話
の
中
身
は
極
め
て
辛
辣

な
も
の
で
、
参
加

者
全
員
が
目
の
覚

め
る
思
い
が
し
ま

し
た
。

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
の

後
は
、
学
生
食
堂

を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
学
生
時

代
に
戻
っ
た
気
分

に
浸
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
驚
く

ほ
ど
メ
ニ
ュ
ー
が

豊
富
で
、
我
々
大

人
が
十
分
に
満
足
す
る
味
付
け
が
さ
れ
て

お
り
、
３
食
全
て
を
学
生
食
堂
で
ま
か

な
っ
て
も
飽
き
な
い
ほ
ど
の
種
類
が
準
備

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
６
班
に
分
か
れ
て
学
生
ス

タ
ッ
フ
の
案
内
で
施
設
見
学
を
し
、
立
命

館
大
学
（
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ

ス
）
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

立
命
館
大
学
（
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ

ン
パ
ス
）
か
ら
約
３
・
５
㎞
、
車
で10

分

弱
の
距
離
に
あ
り
、
「
び
わ
こ
文
化
公
園

都
市
」
の
西
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

龍
谷
大
学
で
は
、
「
浄
土
真
宗
の
精

神
」
を
建
学
の
精
神
に
置
き
、
建
学
の
精

神
や
教
育
の
理
念
な
ど
、
創
設
以
来
「
変

わ
ら
な
い
も
の
」
と
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
「
変
わ
る
も
の
」
、
す
な
わ

ち
不
易
と
流
行
を
正
し
く
と
ら
え
、
広
く
、

深
く
、
学
際
的
に
、
専
門
的
に
学
べ
る
大

学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
も
６
班
に
分
か
れ
て
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行

い
ま
し
た
。
立
命
館
大
学
ほ
ど
の
広
さ
は

持
た
な
い
も
の
の
、

自
然
に
囲
ま
れ
た
落

ち
着
い
た
環
境
は
、

運
動
や
学
問
に
う
っ

て
つ
け
の
空
間
で
し

た
。
両
校
と
も
に
、

何
台
も
の
大
型
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
行
き

来
し
て
お
り
、
通
学

不
便
地
を
思
わ
せ
な

い
よ
う
に
、
行
き
届

い
た
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ビ
ル
の
中
に
一
歩
踏
み
入
れ
る
と
、
そ

こ
は
ま
る
で
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
作
り
で
し
た
。
案
内
さ
れ
た
部

屋
々
々
は
、
チ
ャ
ペ
ル
あ
り
、
バ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
あ
り
、
ス

ウ
ィ
ー
ト
ル
ー
ム
あ
り
、
と
ホ
テ
ル
の
機

能
を
全
て
凝
縮
し
た
よ
う
な
空
間
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

　

当
専
門
学
校
に
は
、
ホ
テ
ル
学
科
、
旅

行
学
科
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
学
科
の
３
学
科
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
３
コ
ー
ス
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
「
キ
ャ
リ
エ
ー
ル
・
ク
ー

ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
〜
『
清
潔
』『
品
位
』

『
洗
練
』
の
キ
ャ
リ

エ
ー
ル
生
に
な
る
た
め

に
〜
」
を
掲
げ
、
10
の

目
標
に
向
け
て
日
々
努

力
を
重
ね
て
い
る
。

「
身
だ
し
な
み
」
「
立

ち
居
振
舞
い
」
「
正
し

い
言
葉
づ
か
い
」
を
身

に
付
け
る
と
と
も
に
、

人
間
力
、
社
会
的
基
礎

力
を
養
う
指
導
を
心
掛

け
て
い
る
、
と
の
お
話

を
『
清
潔
』『
品
位
』『
洗

練
』
が
身
に
付
い
た
、

ま
さ
に
お
手
本
の
よ
う

な
女
性
か
ら
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

京
都
北
白
川
の
、
比
叡
山
か
ら
続
く
東

山
三
十
六
峰
の
１
つ
、
瓜
生
山
を
切
り
開

い
て
建
て
ら
れ
た
自
然
豊
か
な
大
学
で
す
。

目
指
す
の
は
「
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
づ

く
り
」
と
称
し
て
、
13
学
科
23
コ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ

ン
の
力
で
社
会
を
動
か
す
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
『
社
会
と

芸
術
』
そ
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
芸
術
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
芸
大
生
＝
「
１

つ
の
専
門
分
野
に
特
化
し
た
人
材
」
で
は

な
く
、
好
き
な
芸
術
の
学
び
を
通
し
て
社

会
に
通
用
す
る
総
合
力
が
身
に
つ
く
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
で

す
。

　

斜
面
を
利
用
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
い

た
る
と
こ
ろ
に
階
段
が
あ
り
、
階
段
を
上

り
下
り
し
な
が
ら

学
内
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
科
ご
と
に
校
舎

が
建
ち
、
京
都
市

内
を
一
望
で
き
る

ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る

そ
う
で
す
が
、
あ

い
に
く
の
雨
の
た

め
に
行
け
な
か
っ

た
こ
と
が
心
残
り

で
す
。

立
命
館
大
学
（
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
）

龍
谷
大
学
（
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

キ
ャ
リ
エ
ー
ル
ホ
テ
ル
旅
行
専
門
学
校

京
都
造
形
芸
術
大
学
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石
田
高
校
は
、
生
産

経
済
科
、
園
芸
デ
ザ
イ

ン
科
、
農
業
土
木
科
、

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
か
ら

な
る
、
農
業
科
と
家
庭

科
の
専
門
高
校
で
す
。

　

日
頃
か
ら
地
域
の
保
育
園
や
小
・
中
学
校
、

高
齢
者
施
設
の
方
々
と
、
教
科
の
特
性
を
生
か

し
た
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

体
育
祭
や

石
高
祭
な
ど

の
学
校
行
事

に
は
多
く
の

保
護
者
や
地

域
の
方
が
来

校
し
、
子
ど

も
た
ち
の
活

躍
す
る
姿
を

見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

体
育
祭
で
は
、

入
場
行
進
の

際
に
、
日
頃
か
ら
世
話
を
し
て
い
る
牛
と
と
も

に
入
場
す
る
姿
を
見
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
石
高
祭
で
は
、
日
頃
の
学
習
成
果
を
堂
々

と
発
表
す
る
姿
を
見
て
、
た
く
ま
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
校
内
で
販
売
し
て
い
る
農
産
物
や
鉢

植
え
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
商
品
を
買
っ
て
く
だ

さ
っ
た
お
客
さ
ん
に
は
、
自
分
か
ら
声
を
か
け
、

荷
物
の
運
搬
を
申
し
出
て
い
る
姿
を
見
て
、
温

か
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
々
の
教
育

か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
親
の
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
、
優
し
さ
も
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
。
保
護
者
と
し
て
は
、
石
高
祭

で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
物
品
を
提
供
し

た
り
、
書
き
損
じ
は
が
き
を
提
供
し
た
り
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
取
組
を
少
し
で
も
手
助
け
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
学
習
し
て
い
る
こ

と
を
体
験
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
お
正
月
用
の
寄
せ
植
え
を
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
植
物
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
く
こ
と

も
で
き
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
こ
と
を
学
び
、

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
松
の
手
入
れ
の
方
法

や
様
々
な
植
物
の
寄
せ
植
え
の
方
法
な
ど
、
専

門
的
な
知
識
や
技
術
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
今
回
は
残
念
な
が
ら
、
生
徒
さ
ん
が
講

師
と
し
て
参
加
す
る
場
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
研
修
会
で
生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
も
ら
う
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
学
校
と
い
う
教

育
現
場
で
い
き
い
き
と
光
り
輝
い
て
活
躍
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
保
護
者
と
学
校
が
連
携

し
て
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
校
は
平
成
25
年
に

創
立
１
２
０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
丸
亀
城
を

仰
ぎ
見
る
閑
静
な
場
所

に
位
置
し
、
「
終
始
一

誠
意
」
の
校
訓
の
も
と
、

文
武
両
道
を
目
ざ
し
て
、
多
様
な
活
動
に
自
主

自
律
の
精
神
で
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
に
対
す
る
保
護
者
の
関
心
も
非
常
に
高

く
、
５
月
の
運
動
会
や
９
月
の
斯
文
祭
（
文
化

祭
）
、
３
月
の
芸
術
発
表
会
に
は
多
く
の
方
が

訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
予
算
会
計
・
広
報
・
会
員
・

厚
生
・
研
修
・
育
成
の
６
つ
の
委
員
会
か
ら
構

成
さ
れ
、
子
供
た
ち
の
学
校
生
活
が
よ
り
よ
い

も
の
と
な
る
よ
う
に
、
側
面
か
ら
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
広
報
委
員
会
は
年
２
回
Ｐ
Ｔ
Ａ

だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
広
報
委
員
は
週

に
一
度
の
編
集
会
議
を
前
期
後
期
各
７
回
程
度

実
施
し
て
、
練
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
熱

意
の
お
か
げ
で
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、

学
校
行
事
の

紹
介
・
部
活

だ
よ
り
・
受

験
に
役
立
つ

豆
知
識
な
ど

多
岐
に
富
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒

に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た

り
、
取
材
を

行
っ
て
特
集

も
組
み
、
た

い
へ
ん
読
み

応
え
の
あ
る

も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

生
徒
、
保
護

者
と
も
に
発

行
の
度
に
好

評
を
博
し
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、

研
修
お
よ
び

育
成
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
年
１
回
講
師
を
お
招
き
し

て
家
庭
学
級
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
学
入
試

展
望
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
付
き
合
い
方
・
親
子
の
対

話
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ナ
ー
の
谷
益
美
先
生
に
「
親
と
子
ど
も
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
、
少
し
で
も
子
供
た
ち
と
い
い
関
係

を
築
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
よ
う
と
、
熱

心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
委
員
会
も
、
各
種
研
修
会
へ
の
参

加
、
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
、
丸
亀
市
Ｐ
連
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
参
加
な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
各
種
行
事
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
会
員

の
親
睦
や
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社会人にむけての家庭生活自立度チェック
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県教育委員会事務局　生涯学習・文化財課より

自転車条例が制定されました！
～高Ｐ連より～

　ある企業経営者から伺った話ですが、親元から通っていた新入社員が、数年後、転勤に伴いひとり暮らしを始
めると、生活を維持できず、離職していくことがあるそうです。
　上記の５つの項目は、社会人として生活していくための基本となるものです。これらの項目は、毎日続けるこ
とで、生活が快適になったり、スキルが上達したりするなど、達成感を味わうことができ、自己肯定感や自己有
用感を高めることも期待できます。子どもたちが家を巣立っていく日のために、必要な生活力を、日々の家庭生
活を通して培っていきましょう。

□　①　だれに対しても気持ちのよいあいさつをする
□　②　夜決まった時刻に寝て、朝決まった時刻に自分で起きる
□　③　簡単な食事を自分でつくり、毎日朝ごはんを食べる
□　④　衣服を洗濯する・干す・とりこむ・たたむ
□　⑤　部屋の片付け、ふろそうじ・トイレそうじをする

「香川県自転車の安全利用に関する条例」
2018年 4月 1日施行（「香川県自転車の安全利用に関する条例」リーフレットより抜粋）

自転車条例が制定されました！
香川

2018
川県自転車の安

日施行（「香川県

川県自
年 4月 1

安 利用 関 条例」
転車の安全利用に関する条例」リーフレットより抜粋）

1 4

5

2

3

交通ルール順守とマナーの向上

自転車交通安全教育

自転車の点検整備

ヘルメットの着用

自転車損害保険等の加入

自転車が通行できる
歩道では、歩行者に
迷惑を及ぼす恐れが
あるときは自転車を
押して歩く。

スマートフォンを見
るときは停止し、「な
がら運転」をしない。

日没の 30 分前には
ライトを点灯する。

県

学　　校

保　護　者

事　業　者

自転車利用者が自転車の安全利用に必要な技能
や知識を習得する機会の提供などを行います。

日常使用している自転車の両輪ブレーキ、前照灯、
反射板などの点検整備が義務化されます。

法令に違反することを知って基本的
な装備を欠く自転車を販売してはい
けません。

子どもが自転車の安全利用に必要な技能や知識
を習得できるよう、指導などを行う努力義務が
あります。

従業者が、自転車の安全利用に必要な技能や知
識を習得できるよう、研修などを実施する努力
義務があります。

児童・生徒・学生が自転車を安全に利用するこ
とができるよう、発達の段階に応じた指導など
を行います。

●　自転車利用者
●　子どもの保護者
●　従業者やお客様に自転車を利用させる事業者

●　自転車販売店

社会人にむけての社会人にむけての家庭生活自立度家庭生活自立度チェックチェック社会人にむけての家庭生活自立度チェック
～お子さんができている項目に□してみましょう～
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香川県高等学校PTA連合会推薦 高 校 生 総 合 保 障 制 度

〈制度引受保険会社〉 〈制度に関するお問合わせ先　取扱代理店〉
㈲アワード
高松市出作町305－２　TEL:087-888-6131
TMG（トータルマネジメントグループ）
高松市円座町510－５　101　TEL:087-813-5808
㈱アイネクスト
高松市木太町1130－３　アイネクストビル２Ｆ　TEL:087-861-1177

高松支店
香川県高松市麿屋町8-1 富士火災高松ビル4F

TEL.087-851-0196 一般財団法人香川県高等学校教育振興会公益目的事業（助成事業）

平成30年度  主要行事予定案 第60回中国・四国地区
高等学校PTA連合会大会
●期　日　平成30年7月18日（水）
●会　場　ひめぎんホール（松山市）

５月29日（火）

８月19日（日）
　～21日（火）

２月15日（金）

10月19日（金）
　・20日（土）

７月24日（火）

７月24日（火）

７月18日（水）

６月８日（金）
●第１回定例理事会（高Ｐ連・振興会）
●PTA活動推進功労者表彰式・高Ｐ連総会　並びに
　教育振興会定時評議員会

●第68回全国高Ｐ連大会佐賀大会

●第25回大学・専門学校訪問研修会

●第３回定例理事会（高Ｐ連）・第４回定例理事会（振興会）

●第２回定例理事会（高Ｐ連）・第３回定例理事会（振興会）

●PTA会長等研修講演会

　演題：「今の時代に求められる子どもたちとの関わり
　　　　　　　　　～学校を取り巻く諸問題を通して～」　　
　講師：大津市教育長　 桶谷　　守 氏

●第60回中国・四国地区高Ｐ連大会愛媛大会
６月８日（金） ●第２回定例理事会（振興会）

第68回
全国高等学校PTA連合会大会

佐賀
大会

●期　日　平成30年8月19日（日）～21日（火）
●会　場　佐賀県総合体育館ほか４会場
　　　　　（佐賀市・唐津市・鳥栖市・嬉野市）

第25回
大学・専門学校訪問研修会

大阪
方面

●期　日　平成30年10月19日（金）・20日（土）
●訪問先　未定（大阪の大学・専門学校）

★事務局では、「香川県高Ｐ連プラン」（交通・宿泊等）を企画、
　ご案内いたします。

★事務局では、「香川県高Ｐ連プラン」（交通・宿泊等）を企画、
　ご案内いたします。

★訪問先は８月中旬までに決定。決定次第ご案内いたします。

【更新について】
　本制度は１年ごとの自動更新となり、毎年更新案内にて
お知らせしております。また加入者数による団体割引等を
適用しておりますので、加入者数の増減や保険金支払実績
等に応じて割引率が変更となり、補償金額（保険金額）・
掛金（保険料）が変更となる場合がございます。変更後の
補償金額（保険金額）・掛金（保険料）は更新案内にてご
案内いたします。

̶ご加入手続きのご案内̶
パンフレット配布スケジュール

在校生は、終業式または始業式など、
新入学生は、合格説明会などで配布されます。

第一次募集締切 平成30年3月31日（土）

補償（保険）期間 平成30年4月1日（日）より1年間

※卒業まで自動更新

S-180304（2019-03）

９月22日（土） ●第１回高Ｐ連研修会（キャリア教育講演会）【新規事業】

内閣総理大臣賞 多度津高校　写真部

〈第６回イオンエコワングランプリ〉

全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰
（平成29年2月1日～平成30年1月31日現在）

最　優　秀 高松東高校　２年
岡本　真怜さん

〈平成28年度学校健康づくり啓発ポスターコンクール〉

金賞（国土交通大臣賞） 高松工芸高校　デザイン科１年
森　すずかさん

〈第29回森と湖のある風景画コンクール〉

３位（全日本選手権大会優勝） 高松中央高校　１年
髙原　鳳姫さん

〈2017年IBTFグランプリ大会　バトントワリング世界大会〉

優勝（全日本選手権大会優勝） 高松中央高校　１年
髙原　鳳姫さん

〈第９回WBTFインターナショナルカップ　バトントワリング世界大会〉

文部科学大臣賞 高松工芸高校　美術科２年
遠藤　小和さん

〈第９回環境教育ポスターコンクール〉

高Ｐ連よりご案内 ＜2018 年２月現在の内容です＞

引受保険会社のAIU損害保険㈱が、1月1日よりAIG損害保険㈱になりました引受保険会社のAIU損害保険㈱が、1月1日よりAIG損害保険㈱になりました引受保険会社のAIU損害保険㈱が、1月1日よりAIG損害保険㈱になりました引受保険会社のAIU損害保険㈱が、1月1日よりAIG損害保険㈱になりました引受保険会社のAIU損害保険㈱が、1月1日よりAIG損害保険㈱になりました
　県高Ｐ連が推薦している当保障制度は、生徒の24時間のケガ・病気の補償
はもとより、期せずして自転車事故などの加害者となってしまった場合の賠
償金も補償されます。自転車事故や扶養者の不慮の事故などで直近３年間で
は数千万円の保険金の支払いがあり、当保障制度により子どもたちやご家族
の経済的・精神的負担を和らげることができていると思っています。是非と
もこの機会にご加入をご検討いただけますようお願い申し上げます。

〈 度引 険会 〉

AIG損害保険株式会社

愛媛
大会

平成 30 年度より新規事業として『第１回高Ｐ連研修会
（キャリア教育講演会）』を開催

立命館大学　入学センター　課長　熊 谷　秀 之 氏（香川県立高松西高校卒）
「　　　　未　　定　　　　　」演　　題

講　　師
●日　時　平成 30 年９月 22 日（土）13:30 ～ 16:00
●会　場　サンポートホール高松　第１小ホール
●参加者　香川県高等学校 PTA連合会関係の保護者・教員・生徒　約 300 名
●参加費　無料

　この講演会は、昨年 10 月の大学・専門学校訪問に参加され
た保護者の方々から、立命館大学熊谷氏の大学説明を拝聴した
ところ、その話の内容にいたく感銘を受けたので、ぜひ高松に
お呼びしてもう一度お話が聞きたい、またいろいろな方々にも
聞かせてあげたい、との要望がたくさん上がってきました。そ
こで、無理を承知で依頼してみたところ、ご多忙にもかかわら
ず快諾してくださいましたので、高Ｐ連講演会第１回目の講師
としてお招きすることとしました。
　内容としては、大学訪問時のお話にもありましたが、企業が
大学生に求める資質や能力、大学生が身に付けるべきスキルや
キャリア（経験）、就職戦線の実態などについて、講話いただ
く予定にしております。保護者の方々のみならず、学校関係者、
生徒など、より多くの方が参加できるように、サンポートホー
ル高松小ホールを予約しましたので、ぜひご参加ください。
　また、これをきっかけに平成 31 年度以降も、キャリア教育
に限らず幅広い見地から、講演会や研修会を企画したいと思っ
ていますので、ご期待ください。


